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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光素子と、ドレイン・ソース間に駆動電圧が印加されることで上記発光素子に対して
ゲート・ソース間電圧に応じた電流印加を行う駆動トランジスタと、導通されることで信
号線電圧を上記駆動トランジスタのゲートに入力するサンプリングトランジスタと、上記
駆動トランジスタのゲート・ソース間に接続され上記駆動トランジスタの閾値電圧と入力
された映像信号電圧とを保持する保持容量と、を有する画素回路が、マトリクス状に配置
されて成る画素アレイと、
　上記画素アレイの各画素回路について複数の水平ラインを１つのユニットとしたときに
、１ユニットの水平ライン数に対応する水平期間において、上記画素アレイ上で列状に配
設される各信号線に、上記信号線電圧として、閾値補正基準電圧及びユニット内の各画素
回路のそれぞれに対する映像信号電圧を供給する信号セレクタと、
　上記画素アレイ上で行状に配設される各電源制御線に電源パルスを与え、上記画素回路
の上記駆動トランジスタへの駆動電圧の印加を行う駆動制御スキャナと、
　上記画素アレイ上で行状に配設される各書込制御線にユニット単位で走査パルスを与え
て上記画素回路の上記サンプリングトランジスタを制御するとともに、１つのユニット内
の各画素回路に対して同時に上記走査パルスを与えることにより、各画素回路で１発光サ
イクルの期間内に同時に閾値補正動作が実行されるように上記閾値補正基準電圧を各画素
回路に入力させるとともに、該閾値補正動作の期間はユニット単位でないときの走査パル
スによる閾値補正動作の期間より長くされ、閾値補正動作完了後に、ユニット内の各水平
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ラインの画素回路毎に順次、映像信号電圧を入力させる書込スキャナと、
　を備えるとともに、
　上記信号セレクタは、上記信号線への映像信号電圧の出力として、ユニット内の先頭ラ
インから終了ラインへの順番での映像信号電圧の供給と、ユニット内の終了ラインから先
頭ラインへの順番での映像信号電圧の供給とを、交互に実行していき、
　上記書込スキャナは、各ユニットの画素回路に対して、ユニット内の先頭ラインから終
了ラインへの順番での映像信号電圧の入力と、ユニット内の終了ラインから先頭ラインへ
の順番での映像信号電圧の入力とが交互に行われるように、各書込制御線へ上記走査パル
スを出力する表示装置。
【請求項２】
　上記書込スキャナは、各画素回路において１発光サイクルの期間内に複数回の閾値補正
動作が行われるようにする上記走査パルスを出力する請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　発光素子と、ドレイン・ソース間に駆動電圧が印加されることで上記発光素子に対して
ゲート・ソース間電圧に応じた電流印加を行う駆動トランジスタと、導通されることで信
号線電圧を上記駆動トランジスタのゲートに入力するサンプリングトランジスタと、上記
駆動トランジスタのゲート・ソース間に接続され上記駆動トランジスタの閾値電圧と入力
された映像信号電圧とを保持する保持容量と、を有する画素回路が、マトリクス状に配置
されて成る画素アレイと、
　上記画素アレイの各画素回路について複数の水平ラインを１つのユニットとしたときに
、１ユニットの水平ライン数に対応する水平期間において、上記画素アレイ上で列状に配
設される各信号線に、上記信号線電圧として、閾値補正基準電圧及びユニット内の各画素
回路のそれぞれに対する映像信号電圧を供給する信号セレクタと、
　上記画素アレイ上で行状に配設される各電源制御線に電源パルスを与え、上記画素回路
の上記駆動トランジスタへの駆動電圧の印加を行う駆動制御スキャナと、
　上記画素アレイ上で行状に配設される各書込制御線に走査パルスを与えて上記画素回路
の上記サンプリングトランジスタを制御するとともに、１つのユニット内の各画素回路に
対する上記走査パルスにより、各画素回路で１発光サイクルの期間内に同時に閾値補正動
作が実行されるように上記閾値補正基準電圧を各画素回路に入力させ、閾値補正動作完了
後に、ユニット内の各水平ラインの画素回路毎に順次、映像信号電圧を入力させる書込ス
キャナと、
　を備えた表示装置における表示駆動方法として、
　上記書込スキャナは上記画素アレイ上で行状に配設される各書込制御線にユニット単位
で上記ユニット内の各画素回路に対して同時に上記走査パルスを与えることにより、上記
画素回路の上記サンプリングトランジスタを制御し、上記ユニット内の各画素回路で１発
光サイクルの期間内に同時に閾値補正動作が実行されるように上記閾値補正基準電圧を各
画素回路に入力させるとともに、該閾値補正動作の期間はユニット単位でないときの走査
パルスによる閾値補正動作の期間より長くされ、上記閾値補正動作完了後に、ユニット内
の各水平ラインの画素回路毎に順次、映像信号電圧を入力させ、
　上記信号セレクタが、上記信号線への映像信号電圧の出力として、ユニット内の先頭ラ
インから終了ラインへの順番での映像信号電圧の供給と、ユニット内の終了ラインから先
頭ラインへの順番での映像信号電圧の供給とを、交互に実行していき、
　上記書込スキャナが、各ユニットの画素回路に対して、ユニット内の先頭ラインから終
了ラインへの順番での映像信号電圧の入力と、ユニット内の終了ラインから先頭ラインへ
の順番での映像信号電圧の入力とが交互に行われるように、各書込制御線へ上記走査パル
スを出力することで、
　各画素回路において入力された映像信号電圧に応じた輝度の発光が行われるようにする
表示駆動方法。
【請求項４】
　画素回路がマトリクス状に配置されて成る画素アレイを備え、
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　上記画素アレイは、
　上記画素アレイの各画素回路について複数の水平ラインを１つのユニットとしたときに
、
　ユニット単位でユニット内の各画素回路で同時に基準電圧を入力して同時に閾値補正動
作を実行させ、該閾値補正動作の期間はユニット単位でないときの走査パルスによる閾値
補正動作の期間より長くされ、
　上記基準電圧の入力後に、ユニット内の各水平ラインの画素回路で映像信号電圧を入力
し、
　ユニット内の各水平ラインの画素回路における上記映像信号電圧の入力の順番が、隣り
合うユニットで互いに異なる表示装置。
【請求項５】
　画素回路がマトリクス状に配置されて成る画素アレイを備え、
　上記画素アレイは、
　上記画素アレイの各画素回路について複数の水平ラインを１つのユニットとしたときに
、
　ユニット単位でユニット内の各画素回路で同時に基準電圧を入力して同時に閾値補正動
作を実行させ、該閾値補正動作の期間はユニット単位でないときの走査パルスによる閾値
補正動作の期間より長くされ、
　上記基準電圧の入力後に、ユニット内の各水平ラインの画素回路で映像信号電圧を入力
し、
　ユニット内の各水平ラインの画素回路における上記映像信号電圧の入力の順番が、隣り
合うユニットで逆である表示装置。
【請求項６】
　画素回路がマトリクス状に配置されて成る画素アレイを備え、
　上記画素回路は、
　発光素子と、
　入力される基準電圧および映像信号電圧に応じた電流を流す駆動トランジスタとを有し
、
　上記画素アレイは、
　上記画素アレイの各画素回路について複数の水平ラインを１つのユニットとしたときに
、
　ユニット単位でユニット内の各画素回路で同時に上記基準電圧を入力して同時に閾値補
正動作を実行させ、該閾値補正動作の期間はユニット単位でないときの走査パルスによる
閾値補正動作の期間より長くされ、
　上記基準電圧の入力後に、ユニット内の各水平ラインの画素回路で上記映像信号電圧を
入力し、
　ユニット内の各水平ラインの画素回路における上記映像信号電圧の入力の順番が、隣り
合うユニットで互いに異なる表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画素回路がマトリクス状に配置された画素アレイを有する表示装置と、その
表示駆動方法であって、例えば発光素子として有機エレクトロルミネッセンス素子（有機
ＥＬ素子）を用いた表示装置に関する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００２】
【特許文献１】特開２００７－１３３２８２号公報
【特許文献２】特開２００３－２５５８５６号公報
【特許文献３】特開２００３－２７１０９５号公報
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【背景技術】
【０００３】
　例えば上記特許文献２，３に見られるように、有機ＥＬ素子を画素に用いた画像表示装
置が開発されている。有機ＥＬ素子は自発光素子であることから、例えば液晶ディスプレ
イに比べて画像の視認性が高く、バックライトが不要であり、応答速度が速いなどの利点
を有する。又、各発光素子の輝度レベル（階調）はそれに流れる電流値によって制御可能
である（いわゆる電流制御型）。
　有機ＥＬディスプレイにおいては、液晶ディスプレイと同様、その駆動方式として単純
マトリクス方式とアクティブマトリクス方式とがある。前者は構造が単純であるものの、
大型且つ高精細のディスプレイの実現が難しいなどの問題がある為、現在はアクティブマ
トリクス方式の開発が盛んに行なわれている。この方式は、各画素回路内部の発光素子に
流れる電流を、画素回路内部に設けた能動素子（一般には薄膜トランジスタ：ＴＦＴ）に
よって制御するものである。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで有機ＥＬ素子を用いた画素回路構成としては、画素毎の輝度ムラの解消等によ
る表示品質の向上や、高輝度化、高精細化、ハイフレームレート化（高周波数化）が強く
求められている。またパネル大型化の開発も進められている。
　これらの観点より、各種多様な構成が検討されている。例えば上記特許文献１のように
、画素毎での駆動トランジスタの閾値電圧や移動度のバラツキをキャンセルして画素毎の
輝度ムラを解消できるようにした画素回路構成や動作は各種提案されている。
　本発明では有機ＥＬ素子を用いた表示装置として、高周波数化やパネル大型化にも好適
な画素回路動作を実現することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の表示装置は、発光素子と、ドレイン・ソース間に駆動電圧が印加されることで
上記発光素子に対してゲート・ソース間電圧に応じた電流印加を行う駆動トランジスタと
、導通されることで信号線電圧を上記駆動トランジスタのゲートに入力するサンプリング
トランジスタと、上記駆動トランジスタのゲート・ソース間に接続され上記駆動トランジ
スタの閾値電圧と入力された映像信号電圧とを保持する保持容量と、を有する画素回路が
、マトリクス状に配置されて成る画素アレイと、上記画素アレイの各画素回路について複
数の水平ラインを１つのユニットとしたときに、１ユニットの水平ライン数に対応する水
平期間において、上記画素アレイ上で列状に配設される各信号線に、上記信号線電圧とし
て、閾値補正基準電圧及びユニット内の各画素回路のそれぞれに対する映像信号電圧を供
給する信号セレクタと、上記画素アレイ上で行状に配設される各電源制御線に電源パルス
を与え、上記画素回路の上記駆動トランジスタへの駆動電圧の印加を行う駆動制御スキャ
ナと、上記画素アレイ上で行状に配設される各書込制御線にユニット単位で走査パルスを
与えて上記画素回路の上記サンプリングトランジスタを制御するとともに、１つのユニッ
ト内の各画素回路に対して同時に上記走査パルスを与えることにより、各画素回路で１発
光サイクルの期間内に同時に閾値補正動作が実行されるように上記閾値補正基準電圧を各
画素回路に入力させるとともに、該閾値補正動作の期間はユニット単位でないときの走査
パルスによる閾値補正動作の期間より長くされ、閾値補正動作完了後に、ユニット内の各
水平ラインの画素回路毎に順次、映像信号電圧を入力させる書込スキャナと、を備える。
そして上記信号セレクタは、上記信号線への映像信号電圧の出力として、ユニット内の先
頭ラインから終了ラインへの順番での映像信号電圧の供給と、ユニット内の終了ラインか
ら先頭ラインへの順番での映像信号電圧の供給とを、交互に実行していき、上記書込スキ
ャナは、各ユニットの画素回路に対して、ユニット内の先頭ラインから終了ラインへの順
番での映像信号電圧の入力と、ユニット内の終了ラインから先頭ラインへの順番での映像
信号電圧の入力とが交互に行われるように、各書込制御線へ上記走査パルスを出力する。
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【０００６】
　また本発明の表示駆動方法は、上記画素アレイ、上記信号セレクタ、上記駆動制御スキ
ャナ、上記書込スキャナとを備えた表示装置における表示駆動方法として、上記書込スキ
ャナは上記画素アレイ上で行状に配設される各書込制御線にユニット単位でユニット内の
各画素回路に対して同時に上記走査パルスを与えることにより、上記画素回路の上記サン
プリングトランジスタを制御し、上記ユニット内の各画素回路で１発光サイクルの期間内
に同時に閾値補正動作が実行されるように上記閾値補正基準電圧を各画素回路に入力させ
るとともに、該閾値補正動作の期間はユニット単位でないときの走査パルスによる閾値補
正動作の期間より長くされ、上記閾値補正動作完了後に、ユニット内の各水平ラインの画
素回路毎に順次、映像信号電圧を入力させ、上記信号セレクタが、上記信号線への映像信
号電圧の出力として、ユニット内の先頭ラインから終了ラインへの順番での映像信号電圧
の供給と、ユニット内の終了ラインから先頭ラインへの順番での映像信号電圧の供給とを
、交互に実行していき、上記書込スキャナが、各ユニットの画素回路に対して、ユニット
内の先頭ラインから終了ラインへの順番での映像信号電圧の入力と、ユニット内の終了ラ
インから先頭ラインへの順番での映像信号電圧の入力とが交互に行われるように、各書込
制御線へ上記走査パルスを出力することで、各画素回路において入力された映像信号電圧
に応じた輝度の発光が行われるようにする表示駆動方法である。
【０００７】
　また本発明の他の側面から見た表示装置は、画素回路がマトリクス状に配置されて成る
画素アレイを備え、上記画素アレイは、上記画素アレイの各画素回路について複数の水平
ラインを１つのユニットとしたときに、ユニット単位でユニット内の各画素回路で同時に
基準電圧を入力して同時に閾値補正動作を実行させ、該閾値補正動作の期間はユニット単
位でないときの走査パルスによる閾値補正動作の期間より長くされ、上記基準電圧の入力
後に、ユニット内の各水平ラインの画素回路で映像信号電圧を入力し、ユニット内の各水
平ラインの画素回路における上記映像信号電圧の入力の順番が、隣り合うユニットで互い
に異なるものとする。
　又は、ユニット内の各水平ラインの画素回路における上記映像信号電圧の入力の順番が
、隣り合うユニットで逆であるものとする。
　また本発明の表示装置は、上記画素回路は、発光素子と、入力される基準電圧および映
像信号電圧に応じた電流を流す駆動トランジスタとを有する。上記画素アレイは、上記画
素アレイの各画素回路について複数の水平ラインを１つのユニットとしたときに、ユニッ
ト単位でユニット内の各画素回路で同時に上記基準電圧を入力して同時に閾値補正動作を
実行させ、該閾値補正動作の期間はユニット単位でないときの走査パルスによる閾値補正
動作の期間より長くされ、上記基準電圧の入力後に、ユニット内の各水平ラインの画素回
路で上記映像信号電圧を入力し、ユニット内の各水平ラインの画素回路における上記映像
信号電圧の入力の順番が、隣り合うユニットで互いに異なるようにする。
【０００８】
　このような本発明では、まず複数の水平ラインを１ユニットとし、同一ユニット内の各
画素回路では、閾値補正動作が同時に行われるようにするＳＴＣ（Simultaneous Thresho
ld Cancel）駆動方式を採る。例えば３水平ラインを１ユニットとすれば、３ラインの各
画素が同時に閾値補正動作を行う。このＳＴＣ駆動によって、ハイフレームレート化を行
う場合でも閾値補正動作期間を長くとれる。
　この場合、閾値補正動作時に駆動トランジスタのゲートを閾値補正基準電圧とするため
に、信号セレクタは信号線に閾値補正基準電圧を供給する。また、ユニット内の各画素回
路（駆動トランジスタ）に対して順次、映像信号電圧を与えるために、信号セレクタは信
号線に順次、各画素回路に対する映像信号電圧を供給する。例えば１ユニットを３ライン
とする場合、３水平期間において、閾値補正基準電圧と、ユニット内の第１ライン目の画
素回路に対する映像信号電圧と、第２ライン目の画素回路に対する映像信号電圧と、第３
ライン目の画素回路に対する映像信号電圧を供給する。
　すると、ユニット内の各画素回路は、閾値補正動作が同時に行われるため、閾値補正動
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作完了から、映像信号電圧の書込までの待ち時間に差が生ずる。各画素回路に同一輝度の
発光を行わせる場合、待ち時間の差に起因して、第１ラインから第３ラインの間（ユニッ
ト内）で輝度が異なるシェーディングが発生し、画面上は各ユニット間でスジ状に視認さ
れる現象が生ずる。
　本発明では、或るユニットではユニット内の先頭ラインから終了ラインに順番に映像信
号電圧の書込を行わせ、次のユニットでは、逆にユニット内の終了ラインから先頭ライン
に順番に映像信号電圧の書込を行わせる。つまりユニットの偶数番目・奇数番目で交互に
信号書込み順を上下反転する。すると、或るユニットでは、ユニット内のシェーディング
が明→暗となり、次のユニットではユニット内のシェーディングが暗→明となり、これが
各ユニットで繰り返される。すると、ユニット境界がスジ状に見える現象が解消される。
　なお、閾値補正基準電圧ではなくとも、何らかの基準電圧をユニット内の各画素回路に
設定した後、映像信号電圧の書込までにリーク電流によって駆動トランジスタのゲート・
ソース間電圧に差が生じる駆動を行う表示装置であれば、映像信号電圧の入力の順番を、
隣り合うユニットで互いに異なる（例えば逆にする）ようにすることが好適である。
【発明の効果】
【０００９】
　ＳＴＣ駆動においては、ユニット内の各画素回路で、閾値補正動作が完了してから映像
信号電圧の書込までの待ち時間が異なることが生じ、同一輝度で全画素を発光させた場合
、これに起因してユニット内でシェーディングが生ずる。
　これに対して本発明では、ユニット毎にユニット内での各ラインの映像信号電圧の書込
順序を反転させることで、ユニット境界における輝度差をキャンセルすることができる。
つまり画面上のスジ状の表示を解消できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施の形態の表示装置の構成の説明図である。
【図２】実施の形態の画素回路の回路図である。
【図３】分割閾値補正を行う場合の画素回路動作の説明図である。
【図４】ＳＴＣ駆動を行う場合の画素回路動作の説明図である。
【図５】ＳＴＣ駆動による閾値補正期間の説明図である。
【図６】ＳＴＣ駆動におけるリークによるゲート・ソース間電圧変動の説明図である。
【図７】ＳＴＣ駆動時のシェーディングによる画面上のスジの説明図である。
【図８】実施の形態のＳＴＣ駆動の説明図である。
【図９】実施の形態のライトスキャナの構成例の説明図である。
【図１０】実施の形態の水平セレクタの構成例の説明図である。
【図１１】実施の形態の画面上のスジが解消された状態の説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施の形態について次の順序で説明する。
［１．表示装置及び画素回路の構成］
［２．本発明に至る過程で考慮された画素回路動作：分割閾値補正］
［３．本発明に至る過程で考慮された画素回路動作：ＳＴＣ駆動］
［４．実施の形態の画素回路動作］
【００１２】
［１．表示装置及び画素回路の構成］

　図１に実施の形態の有機ＥＬ表示装置の構成を示す。
　この有機ＥＬ表示装置は、有機ＥＬ素子を発光素子とし、アクティブマトリクス方式で
発光駆動を行う画素回路１０を含むものである。
　図示のように、有機ＥＬ表示装置は、多数の画素回路１０が列方向と行方向（ｍ行×ｎ
列）にマトリクス状に配列された画素アレイ２０を有する。なお、画素回路１０のそれぞ
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れは、Ｒ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）のいずれかの発光画素となり、各色の画素回路１０
が所定規則で配列されてカラー表示装置が構成される。
【００１３】
　各画素回路１０を発光駆動するための構成として、水平セレクタ１１、ドライブスキャ
ナ１２、ライトスキャナ１３を備える。
　また水平セレクタ１１により選択され、表示データとしての輝度信号の信号値（階調値
）に応じた電圧を画素回路１０に供給する信号線ＤＴＬ１、ＤＴＬ２・・・ＤＴＬ（ｎ）
が、画素アレイ上で列方向に配されている。信号線ＤＴＬ１、ＤＴＬ２・・・ＤＴＬ（ｎ
）は、画素アレイ２０においてマトリクス配置された画素回路１０の列数分（ｎ列）だけ
配される。
　また画素アレイ２０上において、行方向に書込制御線ＷＳＬ１，ＷＳＬ２・・・ＷＳＬ
（ｍ）、電源制御線ＤＳＬ１，ＤＳＬ２・・・ＤＳＬ（ｍ）が配されている。これらの書
込制御線ＷＳＬ及び電源制御線ＤＳＬは、それぞれ、画素アレイ２０においてマトリクス
配置された画素回路１０の行数分（ｍ行）だけ配される。
【００１４】
　書込制御線ＷＳＬ（ＷＳＬ１～ＷＳＬ（ｍ））はライトスキャナ１３により駆動される
。
　ライトスキャナ１３は、設定された所定のタイミングで、行状に配設された各書込制御
線ＷＳＬ１～ＷＳＬ（ｍ）に順次、走査パルスＷＳ（ＷＳ１，ＷＳ２・・・ＷＳ（ｍ））
を供給して、画素回路１０を行単位で線順次走査する。
【００１５】
　電源制御線ＤＳＬ（ＤＳＬ１～ＤＳＬ（ｍ））はドライブスキャナ１２により駆動され
る。ドライブスキャナ１２は、ライトスキャナ１３による線順次走査に合わせて、行状に
配設された各電源制御線ＤＳＬ１～ＤＳＬ（ｍ）に電源パルスＤＳ（ＤＳ１，ＤＳ２・・
・ＤＳ（ｍ））を供給する。電源パルスＤＳ（ＤＳ１，ＤＳ２・・・ＤＳ（ｍ））は駆動
電圧Ｖｃｃと初期電圧Ｖｉｎｉの２値に切り替わるパルス電圧とされる。
　なおドライブスキャナ１２，ライトスキャナ１３は、クロックｃｋ及びスタートパルス
ｓｐに基づいて、走査パルスＷＳ、電源パルスＤＳのタイミングを設定する。
【００１６】
　水平セレクタ１１は、ライトスキャナ１３による線順次走査に合わせて、列方向に配さ
れた信号線ＤＴＬ１、ＤＴＬ２・・・に対して、画素回路１０に対する入力信号としての
信号線電圧を供給する。
　本実施の形態では、水平セレクタ１１は、各信号線に対し、信号線電圧として、閾値補
正基準電圧Ｖｏｆｓと映像信号電圧Ｖｓｉｇを供給する。
【００１７】
　ところで本実施の形態では、詳しくは後述するＳＴＣ駆動方式で画素を発光駆動する。
例えば３水平ラインを１ユニットとする。
　図示のように、ｍ行の水平ラインでは、３ライン単位でのユニットＵ１～Ｕ（ｚ）とし
ての各ユニット毎に発光のための動作が行われる。同一ユニット内の画素回路は、閾値補
正動作が同時に行われる。
　後述するが、この場合、水平セレクタ１１は、各信号線に対し、信号線電圧として、３
水平期間内に、閾値補正基準電圧Ｖｏｆｓ、ユニット内の第１ラインについての映像信号
電圧Ｖｓｉｇ、第２ラインについての映像信号電圧Ｖｓｉｇ、第３ラインについての映像
信号電圧Ｖｓｉｇを供給することになる。
【００１８】
　なお、この実施の形態の表示装置においては、本発明請求項でいう信号セレクタの例が
水平セレクタ１１であり、駆動制御スキャナの例がドライブスキャナ１２であり、書込ス
キャナの例がライトスキャナ１３となる。
【００１９】
　図２に画素回路１０の構成例を示している。この画素回路１０が、図１の構成における
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画素回路１０のようにマトリクス配置される。
　なお、図２では簡略化のため、信号線ＤＴＬと、書込制御線ＷＳＬ及び電源制御線ＤＳ
Ｌが交差する部分に配される１つの画素回路１０のみを示している。
【００２０】
　この画素回路１０は、発光素子である有機ＥＬ素子１と、保持容量Ｃｓと、サンプリン
グトランジスタＴｓ、駆動トランジスタＴｄとしてのｎチャネルの薄膜トランジスタ（Ｔ
ＦＴ）とで構成されている。なお容量Ｃｏｌｅｄは有機ＥＬ素子１の寄生容量である。
【００２１】
　保持容量Ｃｓは、一方の端子が駆動トランジスタＴｄのソースに接続され、他方の端子
が同じく駆動トランジスタＴｄのゲートに接続されている。
　画素回路１０の発光素子は例えばダイオード構造の有機ＥＬ素子１とされ、アノードと
カソードを備えている。有機ＥＬ素子１のアノードは駆動トランジスタＴｄのソースに接
続され、カソードは所定の配線（カソード電位Ｖｃａｔ）に接続されている。
【００２２】
　サンプリングトランジスタＴｓは、そのドレインとソースの一端が信号線ＤＴＬに接続
され、他端が駆動トランジスタＴｄのゲートに接続される。
　またサンプリングトランジスタＴｓのゲートは書込制御線ＷＳＬに接続されている。
　駆動トランジスタＴｄのドレインは電源制御線ＤＳＬに接続されている。
【００２３】
　有機ＥＬ素子１の発光駆動は、基本的には次のようになる。
　信号線ＤＴＬに映像信号電圧Ｖｓｉｇが印加されたタイミングで、サンプリングトラン
ジスタＴｓが、書込制御線ＷＳＬによってライトスキャナ１３から与えられる走査パルス
ＷＳによって導通される。これにより信号線ＤＴＬからの映像信号電圧Ｖｓｉｇが保持容
量Ｃｓに書き込まれる。
【００２４】
　駆動トランジスタＴｄは、ドライブスキャナ１２によって駆動電位Ｖｃｃが与えられて
いる電源制御線ＤＳＬからの電流供給により電流Ｉｄｓを有機ＥＬ素子１に流し、有機Ｅ
Ｌ素子１を発光させる。
　このとき電流Ｉｄｓは、駆動トランジスタＴｄのゲート・ソース間電圧Ｖｇｓに応じた
値（保持容量Ｃｓに保持された電圧に応じた値）となり、有機ＥＬ素子１はその電流値に
応じた輝度で発光する。
　つまりこの画素回路１０の場合、保持容量Ｃｓに信号線ＤＴＬからの映像信号電圧Ｖｓ
ｉｇを書き込むことによって、駆動トランジスタＴｄのゲート印加電圧を変化させ、これ
により有機ＥＬ素子１に流れる電流値をコントロールして発光の階調を得る。
【００２５】
　駆動トランジスタＴｄは、常に飽和領域で動作するように設計されているので、駆動ト
ランジスタＴｄは次の式１に示した値を持つ定電流源となる。
　Ｉｄｓ＝（１／２）・μ・（Ｗ／Ｌ）・Ｃｏｘ・（Ｖｇｓ－Ｖｔｈ）2・・・（式１）
　但し、Ｉｄｓは飽和領域で動作するトランジスタのドレイン・ソース間に流れる電流、
μは移動度、Ｗはチャネル幅、Ｌはチャネル長、Ｃｏｘはゲート容量、Ｖｔｈは駆動トラ
ンジスタＴｄの閾値電圧を表している。
　この式１から明らかな様に、飽和領域ではドレイン電流Ｉｄｓはゲート・ソース間電圧
Ｖｇｓによって制御される。駆動トランジスタＴｄは、ゲート・ソース間電圧Ｖｇｓが一
定に保持される為、定電流源として動作し、有機ＥＬ素子１を一定の輝度で発光させるこ
とができる。
【００２６】
　このように基本的には、各フレーム期間において、画素回路１０において映像信号値（
階調値）Ｖｓｉｇが保持容量Ｃｓに書き込まれる動作が行われ、これにより表示すべき階
調に応じて駆動トランジスタＴｄのゲート・ソース間電圧Ｖｇｓが決まる。
　そして駆動トランジスタＴｄは飽和領域で動作することで有機ＥＬ素子１に対して定電
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流源として機能し、ゲート・ソース間電圧Ｖｇｓに応じた電流を有機ＥＬ素子１に流すこ
とで、各フレーム期間に有機ＥＬ素子１では映像信号の階調値に応じた輝度の発光が行わ
れる。
【００２７】
［２．本発明に至る過程で考慮された画素回路動作：分割閾値補正］

　ここで、本発明に至る過程で考慮された画素回路動作について説明する。これは、各画
素回路１０の駆動トランジスタＴｄの閾値、移動度のばらつきによるユニフォミティ劣化
を補償するための閾値補正動作、移動度補正動作を含む回路動作である。特に閾値補正動
作としては１発光サイクルの期間内に分割して複数回行う分割閾値補正を行う例としてい
る。
【００２８】
　なお画素回路動作においては、閾値補正動作、移動度補正動作自体は、従来より行われ
ているが、この必要性について簡単に説明しておく。
　例えばポリシリコンＴＦＴ等を用いた画素回路では、駆動トランジスタＴｄの閾値電圧
Ｖｔｈや、駆動トランジスタＴｄのチャネルを構成する半導体薄膜の移動度μが経時的に
変化することがある。また製造プロセスのバラツキによって閾値電圧Ｖｔｈや移動度μの
トランジスタ特性が画素毎に異なったりする。
　駆動トランジスタＴｄの閾値電圧や移動度が画素毎に異なると、画素毎に駆動トランジ
スタＴｄに流れる電流値にばらつきが生じる。このため仮に全画素回路１０に同一の映像
信号値（映像信号電圧Ｖｓｉｇ）を与えたとしても、有機ＥＬ素子１の発光輝度に画素毎
のバラツキが生じ、その結果、画面のユニフォミティ（一様性）が損なわれる。
　このことから、画素回路動作においては、閾値電圧Ｖｔｈや移動度μの変動に対する補
正機能を持たせるようにしている。
【００２９】
　図３に画素回路１０の１サイクル（１フレーム期間）の動作のタイミングチャートを示
す。
　図３では、水平セレクタ１１が信号線ＤＴＬに与える信号線電圧を示している。この動
作例の場合、水平セレクタ１１は信号線電圧として、１水平期間（１Ｈ）に、閾値補正基
準電圧Ｖｏｆｓ及び映像信号電圧Ｖｓｉｇとしてのパルス電圧を信号線ＤＴＬに与える。
　また図３には、書込制御線ＷＳＬを介してライトスキャナ１３によってサンプリングト
ランジスタＴｓのゲートに与えられる走査パルスＷＳを示している。ｎチャネルのサンプ
リングトランジスタＴｓは、走査パルスＷＳがＨレベルとされることで導通され、走査パ
ルスＷＳがＬレベルとされることで非導通となる。
　また図３では、電源制御線ＤＳＬを介してドライブスキャナ１２から供給される電源パ
ルスＤＳを示している。電源パルスＤＳとしては駆動電圧Ｖｃｃ又は初期電圧Ｖｉｎｉが
与えられる。
　また図３には、ゲート電圧Ｖｇ、ソース電圧Ｖｓとして、駆動トランジスタＴｄのゲー
ト電圧の変化とソース電圧の変化を示している。
【００３０】
　図３のタイミングチャートにおける時点ｔｓは、発光素子である有機ＥＬ素子１が発光
駆動される１サイクル、例えば画像表示の１フレーム期間の開始タイミングとなる。
　まず、時点ｔｓで電源パルスＤＳ＝初期電位Ｖｉｎｉとされる。
【００３１】
　電源パルスＤＳ＝初期電位Ｖｉｎｉとされて駆動電圧Ｖｃｃの供給が止められることで
、駆動トランジスタＴｄのゲート電圧、ソース電圧が低下するとともに、有機ＥＬ素子１
は消光され、非発光期間となる。
　この場合、ソース電位＝Ｖｉｎｉとなり、またサンプリングトランジスタＴｓを介して
信号線電圧が駆動トランジスタＴｄのゲートに与えられる。このとき信号線電圧＝閾値補
正基準電圧Ｖｏｆｓであるため、ゲート電位＝Ｖｏｆｓとなる。
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　ここで初期電位Ｖｉｎｉは、Ｖｏｆｓ－Ｖｉｎｉ＞Ｖｔｈとなるように設定されている
。Ｖｔｈは駆動トランジスタＴｄの閾値電圧である。
　即ち閾値補正の準備として、駆動トランジスタのゲート・ソース間電圧が、その閾値電
圧Ｖｔｈよりも十分広げられることになる。
【００３２】
　続いて期間ＬＴ１として１回目の閾値補正（Ｖｔｈ補正）が行われる。
　この場合、信号線電圧が閾値補正基準電圧Ｖｏｆｓとなっているタイミングで、ライト
スキャナ１３が走査パルスＷＳをＨレベルとし、同時にドライブスキャナ１２が電源パル
スＤＳを駆動電圧Ｖｃｃとする。
　すると、駆動トランジスタＴｄのゲートは閾値補正基準電圧Ｖｏｆｓに固定されたまま
、ソースノードが上昇する。
　これは電源パルスＤＳを駆動電圧Ｖｃｃとすることで、電源制御線ＤＳＬから有機ＥＬ
素子１のアノードに向けて電流が流れるためである。有機ＥＬ素子１のアノード電位Ｖｅ
ｌが、Ｖｅｌ≦Ｖｃａｔ＋Ｖｔｈｅｌ（有機ＥＬ素子１の閾値電圧）である限り、駆動ト
ランジスタＴｄの電流は保持容量Ｃｓと容量Ｃｏｌｅｄを充電するために使われる。Ｖｅ
ｌ≦Ｖｃａｔ＋Ｖｔｈｅｌである限りとは、有機ＥＬ素子１のリーク電流が駆動トランジ
スタＴｄに流れる電流よりもかなり小さいという意味である。
　このためアノード電位Ｖｅｌ（駆動トランジスタＴｄのソース電位）は、時間と共に上
昇してゆく。
【００３３】
　この閾値補正は、駆動トランジスタＴｄのゲート・ソース間電圧を閾値電圧Ｖｔｈとす
る動作と言える。従って駆動トランジスタＴｄのゲート・ソース間電圧が閾値電圧Ｖｔｈ
となるまで、駆動トランジスタＴｄのソース電位が上昇されればよい。
　しかし、ゲートノードを閾値補正基準電圧Ｖｏｆｓに固定できるのは、信号線電圧＝Ｖ
ｏｆｓの期間のみである。するとフレームレート等によっては１回の閾値補正動作によっ
ては、ゲート・ソース間電圧が閾値電圧Ｖｔｈに至るまでソース電位が上昇するための十
分な時間がとれない。そこで複数回に分割して閾値補正を行うようにしている。
【００３４】
　このため、信号線電圧＝映像信号電圧Ｖｓｉｇとなる前に、期間ＬＴ２として閾値補正
を休止させる。即ち、ライトスキャナ１３が一旦、走査パルスＷＳをＬレベルとし、サン
プリングトランジスタＴｓをオフする。
　このとき、ゲート・ソースともフローティングである為、ゲート・ソース間電圧Ｖｇｓ
に応じてドレイン・ソース間に電流が流れブートストラップする。即ち図示のようにゲー
ト電位、ソース電位は上昇する。
【００３５】
　次に期間ＬＴ３として、２回目の閾値補正を行う。即ち信号線電圧＝閾値補正基準電圧
Ｖｏｆｓのときに、再びライトスキャナ１３が走査パルスＷＳをＨレベルとし、サンプリ
ングトランジスタＴｓをオンとする。これにより、駆動トランジスタＴｄのゲート電圧＝
閾値補正基準電圧Ｖｏｆｓとされ、またソース電位が上昇される。
　さらに期間ＬＴ４で閾値補正動作を休止する。２回目の閾値補正で駆動トランジスタＴ
ｄのゲート・ソース間電圧は、より閾値電圧Ｖｔｈに近づいているため、２回目の休止期
間のブートストラップ量は１回目の休止期間より小さくなる。
　また期間ＬＴ５で３回目の閾値補正を行い、さらに期間ＬＴ６の休止を経て、期間ＬＴ
７で４回目の閾値補正を行う。
　そして最終的に駆動トランジスタＴｄのゲート・ソース間電圧が閾値電圧Ｖｔｈとなる
。
　この時、ソース電位（有機ＥＬ素子１のアノード電位Ｖｅｌ）＝Ｖｏｆｓ－Ｖｔｈ≦Ｖ
ｃａｔ＋Ｖｔｈｅｌとなっている。（Ｖｃａｔはカソード電位、Ｖｔｈｅｌは有機ＥＬ素
子１の閾値電圧）
　この図３の場合では、４回目の閾値補正の期間ＬＴ７の後、走査パルスＷＳをＬレベル
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とし、サンプリングトランジスタＴｓがオフとなって閾値補正動作が完了する。
【００３６】
　なお、ここでは４回の閾値補正を行う例としたが、閾値補正動作を何回に分割して行う
かは表示装置の構成や動作に応じて適切に決められるものであり、例えば２回、３回、５
回以上という例もある。
【００３７】
　その後、期間ＬＴ８を経て、信号線電圧が映像信号電圧Ｖｓｉｇとなっている期間ＬＴ
９に、ライトスキャナ１３が走査パルスＷＳをＨレベルとし、映像信号電圧Ｖｓｉｇの書
込及び移動度補正が行われる。即ち駆動トランジスタＴｄのゲートに映像信号電圧Ｖｓｉ
ｇが入力される。
【００３８】
　駆動トランジスタＴｄのゲート電位は映像信号電圧Ｖｓｉｇの電位となるが、電源制御
線ＤＳＬが駆動電圧Ｖｃｃとなっていることで電流が流れ、ソース電位は時間とともに上
昇してゆく。
　このとき、駆動トランジスタＴｄのソース電圧が有機ＥＬ素子１の閾値電圧Ｖｔｈｅｌ
とカソード電圧Ｖｃａｔの和を越えなければ、駆動トランジスタＴｄの電流は保持容量Ｃ
ｓと容量Ｃｏｌｅｄを充電するのに使用される。つまり有機ＥＬ素子１のリーク電流が駆
動トランジスタＴｄに流れる電流よりもかなり小さければという条件である。
　そしてこのときは、駆動トランジスタＴｄの閾値補正動作は完了しているため、駆動ト
ランジスタＴｄが流す電流は移動度μを反映したものとなる。
　具体的にいうと、移動度が大きいものはこの時の電流量が大きく、ソースの上昇も早い
。逆に移動度が小さいものは電流量が小さく、ソースの上昇は遅くなる。
　これによって駆動トランジスタＴｄのゲート・ソース間電圧Ｖｇｓは移動度を反映して
小さくなり、一定時間経過後に完全に移動度を補正する電圧となる。
【００３９】
　このように映像信号電圧Ｖｓｉｇ書込及び移動度補正を行った後、ゲート・ソース間電
圧Ｖｇｓを確定させ、ブートストラップ、発光状態へと移行する。
【００４０】
　このように画素回路１０は１フレーム期間における１サイクルの発光駆動動作として、
閾値補正動作及び移動度補正動作を含んで、有機ＥＬ素子１の発光のための動作が行われ
る。
　閾値補正動作によって各画素回路１０での駆動トランジスタＴｄの閾値電圧Ｖｔｈのバ
ラツキや、経時変動による閾値電圧Ｖｔｈ変動などに関わらず、信号電位Ｖｓｉｇに応じ
た電流を有機ＥＬ素子１に与えることができる。つまり製造上或いは経時変化による閾値
電圧Ｖｔｈのバラツキをキャンセルして、画面上に輝度ムラ等を発生させずに高画質を維
持できる。
　また、駆動トランジスタＴｄの移動度によってもドレイン電流は変動するため、画素回
路１０毎の駆動トランジスタＴｄの移動度のバラツキにより画質が低下するが、移動度補
正により、駆動トランジスタＴｄの移動度の大小に応じてソース電位Ｖｓが得られる。結
果として各画素回路１０の駆動トランジスタＴｄの移動度のバラツキを吸収するようなゲ
ート・ソース間電圧Ｖｇｓに調整されるため、移動度のバラツキによる画質低下も解消さ
れる。
【００４１】
　また１サイクルの画素回路動作として、閾値補正動作を分割して複数回行うのは、表示
装置の高周波数化の要請による。
　高フレームレート化が進むことで、画素回路の動作時間が相対的に短くなっていくため
、連続的な閾値補正期間（信号線電圧＝閾値補正基準電圧Ｖｏｆｓの期間）を確保するこ
とが難しくなる。そこで上記のように時分割的に閾値補正動作を行うことで閾値補正期間
として必要な期間を確保して、駆動トランジスタＴｄのゲート・ソース間電圧を閾値電圧
Ｖｔｈに収束させるものである。
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【００４２】
［３．本発明に至る過程で考慮された画素回路動作：ＳＴＣ駆動］

　しかしながら、更なる高フレームレート化を進めると、閾値補正動作期間を確保するた
めに、より多数回の分割閾値補正が必要になる。
　ここで、より適切に閾値補正時間を確保できるようにする駆動方式としてＳＴＣ駆動方
式が開発された。
【００４３】
　ＳＴＣ駆動方式の動作について説明する。
　この場合、図１で述べたように、例えば３水平ラインを１ユニットとし、ユニット単位
で閾値補正動作を含んだ発光駆動を行うものである。
【００４４】
　図４にはＳＴＣ駆動方式の場合の信号線電圧、走査パルスＷＳ、電源パルスＤＳを示し
ている。
　この図４では、ユニットＵ１に関して、図１の第１ライン目の画素に対応する走査パル
スＷＳ１，電源パルスＤＳ１と、第２ライン目の画素に対応する走査パルスＷＳ２，電源
パルスＤＳ２と、第３ライン目の画素に対応する走査パルスＷＳ３，電源パルスＤＳ３を
示している。
　またユニットＵ２に関して、図１では省略した第４ライン目の画素に対応する走査パル
スＷＳ４，電源パルスＤＳ４と、第５ライン目の画素に対応する走査パルスＷＳ５，電源
パルスＤＳ５と、第６ライン目の画素に対応する走査パルスＷＳ６，電源パルスＤＳ６を
示している。
【００４５】
　水平セレクタ１１が信号線ＤＴＬに与える信号線電圧としては、３水平期間（３Ｈ）に
、閾値補正基準電圧Ｖｏｆｓと３つの映像信号電圧Ｖｓｉｇ＃ｘ，Ｖｓｉｇ＃ｙ、Ｖｓｉ
ｇ＃ｚとしてのパルス電圧となる。
　３Ｈの期間は、３水平ラインを１ユニットとすることに対応した期間である。
　例えば、１つの信号線ＤＴＬにより、ユニットＵ１（第１ライン～第３ライン）の各画
素回路１０に与える映像信号電圧Ｖｓｉｇを、Ｖｓｉｇ＃１、Ｖｓｉｇ＃２、Ｖｓｉｇ＃
３として示している。またユニットＵ２（第４ライン～第６ライン）の各画素回路１０に
与える映像信号電圧Ｖｓｉｇを、Ｖｓｉｇ＃４、Ｖｓｉｇ＃５、Ｖｓｉｇ＃６として示し
ている。
　なお、ここでは画面上が全て同一輝度で発光されるように映像信号電圧Ｖｓｉｇを与え
る場合を想定し、Ｖｓｉｇ＃１＝Ｖｓｉｇ＃２＝Ｖｓｉｇ＃３＝Ｖｓｉｇ＃４＝Ｖｓｉｇ
＃５＝Ｖｓｉｇ＃６・・・Ｖｓｉｇ＃ｘ＝Ｖｓｉｇ＃ｙ＝Ｖｓｉｇ＃ｚとしている。もち
ろん、通常の映像表示の際は、各映像信号電圧Ｖｓｉｇは、対応する画素回路１０に発光
させる輝度に応じた電圧値となる。
　水平セレクタ１１は、或る３Ｈの期間（ユニットＵ１の映像信号電圧Ｖｓｉｇを出力す
る期間）には、閾値補正基準電圧Ｖｏｆｓ、映像信号電圧Ｖｓｉｇ＃１、Ｖｓｉｇ＃２、
Ｖｓｉｇ＃３を信号線ＤＴＬに与えることになる。
　また次の３Ｈの期間は、ユニットＵ２の映像信号電圧Ｖｓｉｇを出力する期間として、
閾値補正基準電圧Ｖｏｆｓ、映像信号電圧Ｖｓｉｇ＃４、Ｖｓｉｇ＃５、Ｖｓｉｇ＃６を
信号線ＤＴＬに与える。
【００４６】
　このＳＴＣ駆動方式の場合、ライトスキャナ１３は、１つのユニット内の各画素回路に
対して、各画素回路の１発光サイクルの期間内に同時に閾値補正動作が行われるように走
査パルスＷＳを出力する。即ち閾値補正基準電圧Ｖｏｆｓを各画素回路に同時に入力させ
るように走査パルスＷＳを出力する。
　各ラインの画素回路１０に対しての走査パルスＷＳ及び電源パルスＤＳによる駆動は次
のようになる。
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【００４７】
　第１ラインの画素回路１０については、時点ｔ０で電源パルスＤＳ１が初期電位Ｖｉｎ
ｉとされ、前フレームの発光が終了し、今回のフレームの１サイクルの発光動作が開始さ
れる。
　また、第２ラインの画素回路１０については、時点ｔ１で電源パルスＤＳ２が初期電位
Ｖｉｎｉとされ、前フレームの発光が終了し、今回のフレームの１サイクルの発光動作が
開始される。
　また、第３ラインの画素回路１０については、時点ｔ２で電源パルスＤＳ３が初期電位
Ｖｉｎｉとされ、前フレームの発光が終了し、今回のフレームの１サイクルの発光動作が
開始される。
　なお、ユニットＵ１の各画素の発光終了タイミングが時点ｔ０，ｔ１，ｔ２と異なって
いるのは、後述する時点ｔ１６，ｔ１８，ｔ２０としての発光開始タイミングがずれてい
るためである。即ち、視認される輝度差が生じないように、各ラインの画素回路１０の発
光期間長を同じとするためである。
【００４８】
　時点ｔ０，ｔ１，ｔ２でユニットＵ１の各画素が非発光となったら、まず時点ｔ４～ｔ
５で同時に閾値補正準備を行う。
　即ち信号線電圧＝閾値補正基準電圧Ｖｏｆｓの期間に、走査パルスＷＳ１、ＷＳ２、Ｗ
Ｓ３が同時にＨレベルとされる。
　これによって第１ライン～第３ラインの各画素回路１０の駆動トランジスタのゲート電
圧Ｖｇは閾値補正基準電圧Ｖｏｆｓとされる。またソース電位＝Ｖｉｎｉである。
　初期電位Ｖｉｎｉは、Ｖｏｆｓ－Ｖｉｎｉ＞Ｖｔｈとなるように設定されていることか
ら、閾値補正の準備として、駆動トランジスタのゲート・ソース間電圧が、その閾値電圧
Ｖｔｈよりも十分広げられることになる。
【００４９】
　次に、時点ｔ１１～ｔ１２として、第１ライン～第３ラインの各画素回路１０で同時に
１回目の閾値補正を行う。
　即ち信号線電圧＝閾値補正基準電圧Ｖｏｆｓの期間に、走査パルスＷＳ１、ＷＳ２、Ｗ
Ｓ３が同時にＨレベルとされ、また電源パルスＤＳ１、ＤＳ２、ＤＳ３が同時に駆動電圧
Ｖｃｃとされる。
　これによって第１ライン～第３ラインの各画素回路１０では、駆動トランジスタＴｄの
ゲートは閾値補正基準電圧Ｖｏｆｓに固定されたまま、ソースノードが上昇する。即ちゲ
ート・ソース間電圧Ｖｇｓが閾値電圧Ｖｔｈに近づいていく。
【００５０】
　１回目の閾値補正動作は、走査パルスＷＳ１、ＷＳ２、ＷＳ３が同時にＬレベルとされ
て終了し、信号線電圧が映像信号電圧Ｖｓｉｇとなっている期間は閾値補正が休止される
。
　そして次に、時点ｔ１３～ｔ１４として、第１ライン～第３ラインの各画素回路１０で
同時に２回目の閾値補正を行う。
　即ち信号線電圧＝閾値補正基準電圧Ｖｏｆｓの期間に、走査パルスＷＳ１、ＷＳ２、Ｗ
Ｓ３が同時にＨレベルとされて、２回目の閾値補正動作が行われる。
　この例では閾値補正動作が２回に分けて行われるようにしているが、２回目の閾値補正
動作によって、駆動トランジスタＴｄのゲート・ソース間電圧Ｖｇｓが閾値電圧Ｖｔｈと
なり、閾値補正動作が完了する。
【００５１】
　続いて映像信号電圧Ｖｓｉｇの書込が順次行われる。
　まず、水平セレクタ１１によって信号線電圧として映像信号電圧Ｖｓｉｇ＃１が与えら
れている時点ｔ１５～ｔ１６で、第１ラインの画素回路１０に書込が行われる。つまり時
点ｔ１５～ｔ１６で走査パルスＷＳ１がＨレベルとされる。
　これによって第１ラインの各画素回路１０では、駆動トランジスタＴｄのゲートに映像
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信号電圧Ｖｓｉｇ＃１が書き込まれるとともに、電源制御線ＤＳＬが駆動電圧Ｖｃｃとな
っていることで電流が流れ、ソース電位は時間とともに上昇し、移動度補正が行われる。
　このように映像信号電圧Ｖｓｉｇ＃１の書込及び移動度補正が行われ、ゲート・ソース
間電圧Ｖｇｓが確定され、時点ｔ１６以降、発光状態へと移行する。
【００５２】
　また、水平セレクタ１１によって信号線電圧として映像信号電圧Ｖｓｉｇ＃２が与えら
れている時点ｔ１７～ｔ１８で、走査パルスＷＳ２がＨレベルとされ、第２ラインの画素
回路１０に書込が行われる。つまり第２ラインの各画素回路１０では、駆動トランジスタ
Ｔｄのゲートに映像信号電圧Ｖｓｉｇ＃２が書き込まれるとともに、移動度補正が行われ
る。そして時点ｔ１８以降、発光状態へと移行する。
　さらに、水平セレクタ１１によって信号線電圧として映像信号電圧Ｖｓｉｇ＃３が与え
られている時点ｔ１９～ｔ２０で、走査パルスＷＳ３がＨレベルとされ、第３ラインの画
素回路１０に書込が行われる。第３ラインの各画素回路１０では、駆動トランジスタＴｄ
のゲートに映像信号電圧Ｖｓｉｇ＃３が書き込まれるとともに、移動度補正が行われ、そ
して時点ｔ２０以降、発光状態へと移行する。
【００５３】
　ユニットＵ１の各画素回路の１サイクルの発光動作は以上のようになる。
　ユニットＵ２においては、第４ライン～第６ラインの各画素回路１０について、ユニッ
トＵ１とは３Ｈ期間ずれた状態で、同様の動作が行われる。
　即ち時点ｔ６，ｔ７，ｔ８で、それぞれ電源パルスＤＳ４，ＤＳ５，ＤＳ６が初期電位
Ｖｉｎｉとされ、第４ライン～第６ラインの各画素回路１０の前フレームの発光が順次終
了され、今回のフレームの１サイクルの発光動作が開始される。
　時点ｔ９～ｔ１０で、走査パルスＷＳ４、ＷＳ５、ＷＳ６が同時にＨレベルとされ、第
４ライン～第６ラインの各画素回路１０において同時に閾値補正準備が行われる。これに
よって第４ライン～第６ラインの各画素回路１０の駆動トランジスタのゲート電圧Ｖｇは
閾値補正基準電圧Ｖｏｆｓとされる。またソース電位＝Ｖｉｎｉである。つまり各駆動ト
ランジスタのゲート・ソース間電圧が、その閾値電圧Ｖｔｈよりも十分広げられる。
【００５４】
　次に、時点ｔ１３～ｔ１４で、走査パルスＷＳ４、ＷＳ５、ＷＳ６が同時にＨレベルと
され、また電源パルスＤＳ４、ＤＳ５、ＤＳ６が同時に駆動電圧Ｖｃｃとされる。これに
より第４ライン～第６ラインの各画素回路１０で同時に１回目の閾値補正が行われる。
　さらに補正休止期間後、時点ｔ２１～ｔ２２に、走査パルスＷＳ４、ＷＳ５、ＷＳ６が
同時にＨレベルとされ、第４ライン～第６ラインの各画素回路１０で同時に２回目の閾値
補正が行われる。
【００５５】
　そして映像信号電圧Ｖｓｉｇ＃４，Ｖｓｉｇ＃５，Ｖｓｉｇ＃６の書込が順次行われる
。
　まず、信号線電圧＝映像信号電圧Ｖｓｉｇ＃４となっている時点ｔ２３～ｔ２４で、走
査パルスＷＳ４がＨレベルとされ、第４ラインの画素回路１０への映像信号電圧Ｖｓｉｇ
＃４の書込及び移動度補正が行われる。そして時点ｔ２４以降、発光状態へと移行する。
　また信号線電圧＝映像信号電圧Ｖｓｉｇ＃５となっている時点ｔ２５～ｔ２６で、走査
パルスＷＳ５がＨレベルとされ、第５ラインの画素回路１０への映像信号電圧Ｖｓｉｇ＃
５の書込及び移動度補正が行われる。そして時点ｔ２６以降、発光状態へと移行する。
　また信号線電圧＝映像信号電圧Ｖｓｉｇ＃６となっている時点ｔ２７～ｔ２８で、走査
パルスＷＳ６がＨレベルとされ、第６ラインの画素回路１０への映像信号電圧Ｖｓｉｇ＃
６の書込及び移動度補正が行われる。そして時点ｔ２８以降、発光状態へと移行する。
【００５６】
　ＳＴＣ駆動方式では、このようにユニット単位で閾値補正動作等がまとめて行われる。
　３ラインまとめて閾値補正オペレーションを行うということは、信号線電圧が閾値補正
基準電圧Ｖｏｆｓ／映像信号電圧Ｖｓｉｇとなる１オペレーションに３Ｈ分使用できると
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いうことになる。すなわち、閾値補正動作のための時間を、長く取れることとなり、フレ
ームレートの高速化やパネルサイズ拡大に伴うパルストランジェントの増大に対してもオ
ペレーションマージン増大に有効な駆動方法である。
　図５（ａ）（ｂ）に、通常の分割閾値補正（図３の例）の場合と、ＳＴＣ駆動の場合で
の閾値補正時間を示す。
　図５（ａ）のように図３のような分割閾値補正を行う場合、１回の閾値補正動作は、１
Ｈ期間内において信号線電圧が閾値補正基準電圧Ｖｏｆｓとなっている期間内に制限され
る。
　これに対し、上記のＳＴＣ駆動の場合、図５（ｂ）のように、３Ｈ期間単位でのオペレ
ーションであることで、信号線電圧が閾値補正基準電圧Ｖｏｆｓとなっている期間を長く
とることができ、１回の閾値補正動作の期間をより長くできるものとなる。
【００５７】
　詳しく述べる。閾値補正時間、映像信号書込時間以外に必要となる時間は、信号線電圧
パルスの遷移時間（ｘτｓｉｇ）、及び走査パルスＷＳの遷移時間（ｙτｗｓ）である。
　図５（ａ）の通常オペレーションの場合、それらのトータルは、２（ｘτｓｉｇ＋ｙτ
ｗｓ）である。３ライン分だと、６（ｘτｓｉｇ＋ｙτｗｓ）となる。
　一方、３ラインでのＳＴＣ駆動方式の場合、図５（ｂ）のように、遷移時間のトータル
は、４（ｘτｓｉｇ＋ｙτｗｓ）となる。すなわち２（ｘτｓｉｇ＋ｙτｗｓ）分だけ、
閾値補正の時間マージンを増やすことができる。
　以上より、ＸラインのＳＴＣ駆動方式とした場合、通常の駆動に比べて時間マージンは
、（Ｘ－１）（ｘτｓｉｇ＋ｙτｗｓ）だけ増加することとなる。
　このためＳＴＣ駆動は、フレームレートの高速化やパネルサイズ拡大に伴うパルストラ
ンジェントの増大に対してもオペレーションマージン増大に有効な駆動方法といえる。
【００５８】
　このようにＳＴＣ駆動方式では、閾値補正動作期間を長くとれることで、ハイフレーム
レート化、大型パネル化を考える場合に有利となる。
　しかし、ＳＴＣ駆動の場合、次に述べる問題が懸念される。
　最後の閾値補正終了後から信号書込みまでの待ち時間に着目する。例えば図４のユニッ
トＵ１の場合で言えば、時点ｔ１３～ｔ１４の２回目の閾値補正動作が最後の閾値補正で
あり、その終了時点ｔ１４から映像信号電圧Ｖｓｉｇ１，Ｖｓｉｇ２，Ｖｓｉｇ３の書込
までの待ち時間である。
【００５９】
　図６に、このユニットＵ１における最後の閾値補正から信号書込みまで期間を拡大し、
各ラインの画素回路１０における駆動トランジスタＴｄのゲート電圧、ソース電圧を示す
。
　Ｖｇ１，Ｖｓ１は第１ラインの画素回路１０の駆動トランジスタＴｄのゲート電圧、ソ
ース電圧である。
　Ｖｇ２，Ｖｓ２は第２ラインの画素回路１０の駆動トランジスタＴｄのゲート電圧、ソ
ース電圧である。
　Ｖｇ３，Ｖｓ３は第３ラインの画素回路１０の駆動トランジスタＴｄのゲート電圧、ソ
ース電圧である。
　各ラインの画素回路１０の駆動トランジスタＴｄのゲート・ソース間電圧をＶｇｓ１，
Ｖｇｓ２，Ｖｇｓ３として示す。
【００６０】
　時点ｔ１３～ｔ１４で最後の閾値補正が行われた後、各ラインの駆動トランジスタＴｄ
では、ゲート・ソース間電圧Ｖｇｓ≒Ｖｔｈとなっている。
　閾値補正が完了し、Ｖｇｓ≒Ｖｔｈとなってはいるものの、駆動トランジスタＴｄのド
レイン・ソース間には微小なリーク電流が流れ続けている。（一般に閾値補正後の電流Ｉ
ｄｓ≒１ｐＡ）。
【００６１】
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　ここで、同一ユニット内において閾値補正終了後から映像信号書込みまでの待ち時間Ｗ
Ｔ（ｗａｉｔｉｎｇ　ｔｅｒｍ）は、ラインごとに異なる。
　すなわちユニットＵ１内の第１，第２，第３ラインの待ち時間をそれぞれＷＴ１，ＷＴ
２，ＷＴ３とすると、ＷＴ１＜ＷＴ２＜ＷＴ３という関係となる。
　下段ラインほど待ち時間が長いということは、駆動トランジスタＴｄのリーク電流によ
るソース電圧Ｖｓの上昇も大きく、映像信号電圧Ｖｓｉｇ書込み直前の同一ユニット内に
おけるゲート・ソース間電圧Ｖｇｓは、Ｖｇｓ１＞Ｖｇｓ２＞Ｖｇｓ３となる。
　つまり待ち時間ＷＴが長い下段のラインほど、リーク電流によりソース電圧Ｖｓの上昇
が大きくなり、ゲート・ソース間電圧Ｖｇｓが小さくなるという現象により、映像信号電
圧Ｖｓｉｇの書込前の時点でゲート・ソース間電圧Ｖｇｓの差が生ずる。
　そして、その後ユニット内で同一の映像信号電圧（Ｖｓｉｇ１＝Ｖｓｉｇ２＝Ｖｓｉｇ
３）を書き込んだとすると、図７のように、ユニット下段ラインほど輝度が暗くなるシェ
ーディングとなり、ラスター表示時に異なるユニット間ではスジ状に視認されてしまう。
【００６２】
［４．実施の形態の画素回路動作］

　本実施の形態の画素回路動作は、ＳＴＣ駆動を採用しつつ、上記のようにユニット内シ
ェーディングによって画面上にスジが表れることを防止するものである。
　このため本実施の形態では、或るユニットではユニット内の先頭ラインから終了ライン
に順番に映像信号電圧の書込を行わせ、次のユニットでは、逆にユニット内の終了ライン
から先頭ラインに順番に映像信号電圧の書込を行わせる。つまりユニットの偶数番目・奇
数番目で交互に信号書込み順を上下反転する。すると、或るユニットでは、ユニット内の
シェーディングが明→暗となり、次のユニットではユニット内のシェーディングが暗→明
となり、これが各ユニットで繰り返される。すると、ユニット境界がスジ状に見える現象
が解消される。
【００６３】
　図８で実施の形態の画素回路動作を説明する。なお、図８は、上記図４と同様の形式で
信号線電圧、及びユニットＵ１，Ｕ２についての各走査パルスＷＳ（ＷＳ１～ＷＳ６）、
電源パルスＤＳ（ＤＳ１～ＤＳ６）を示している。
　水平セレクタ１１が信号線ＤＴＬに与える信号線電圧としては、図４の場合と同様、３
水平期間（３Ｈ）に、閾値補正基準電圧Ｖｏｆｓと、３つの映像信号電圧Ｖｓｉｇ＃ｘ，
Ｖｓｉｇ＃ｙ、Ｖｓｉｇ＃ｚとしてのパルス電圧となる。
　またドライブスキャナ１２は電源パルスＤＳとして、駆動電圧Ｖｃｃ、初期電圧Ｖｉｎ
ｉの２値駆動を行う。
【００６４】
　各ラインの画素回路１０に対しての走査パルスＷＳ及び電源パルスＤＳによる駆動は次
のようになる。
　本実施の形態の場合、奇数番目のユニットと偶数番目ユニットで、ユニット内の各ライ
ンでの映像信号電圧Ｖｓｉｇの書込順序を反転させる。
　ここではユニットＵ１、Ｕ３、Ｕ５・・・は、ユニット内の先頭ラインから終了ライン
に順番に映像信号電圧の書込を行わせる。そしてユニットＵ２、Ｕ４、Ｕ６・・・では、
逆にユニット内の終了ラインから先頭ラインに順番に映像信号電圧の書込を行わせること
とする。
【００６５】
　図８ではユニットＵ１，Ｕ２のみ示しているが、この場合、ユニットＵ１についての駆
動は上記図４と同様となる。
　閾値補正動作等の重複説明を避けるが、ユニットＵ１の映像信号電圧Ｖｓｉｇの書込に
ついては次のようになる。
　時点ｔ１５～ｔ１６では、水平セレクタ１１によって信号線電圧として映像信号電圧Ｖ
ｓｉｇ＃１が与えられており、このとき走査パルスＷＳ１がＨレベルとされ、第１ライン
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の画素回路１０についての映像信号電圧Ｖｓｉｇ＃１の書込、及び移動度補正が行われる
。そして時点ｔ１６以降、発光状態へと移行する。
　また時点ｔ１７～ｔ１８では、水平セレクタ１１によって信号線電圧として映像信号電
圧Ｖｓｉｇ＃２が与えられており、このとき走査パルスＷＳ２がＨレベルとされ、第２ラ
インの画素回路１０についての映像信号電圧Ｖｓｉｇ＃２の書込、及び移動度補正が行わ
れる。そして時点ｔ１８以降、発光状態へと移行する。
　さらに時点ｔ１９～ｔ２０では、水平セレクタ１１によって信号線電圧として映像信号
電圧Ｖｓｉｇ＃３が与えられており、このとき走査パルスＷＳ３がＨレベルとされ、第３
ラインの画素回路１０についての映像信号電圧Ｖｓｉｇ＃３の書込、及び移動度補正が行
われる。そして時点ｔ２０以降、発光状態へと移行する。
【００６６】
　一方、ユニットＵ２については次のようになる。なお、時点ｔ２２までの閾値補正動作
に関しては図４と同様である。
　時点ｔ２３～ｔ２４では、水平セレクタ１１によって信号線電圧として映像信号電圧Ｖ
ｓｉｇ＃６が与えられており、このとき走査パルスＷＳ６がＨレベルとされ、第６ライン
の画素回路１０についての映像信号電圧Ｖｓｉｇ＃６の書込、及び移動度補正が行われる
。そして時点ｔ２４以降、発光状態へと移行する。
　また時点ｔ２５～ｔ２６では、水平セレクタ１１によって信号線電圧として映像信号電
圧Ｖｓｉｇ＃５が与えられており、このとき走査パルスＷＳ５がＨレベルとされ、第５ラ
インの画素回路１０についての映像信号電圧Ｖｓｉｇ＃５の書込、及び移動度補正が行わ
れる。そして時点ｔ２６以降、発光状態へと移行する。
　さらに時点ｔ２７～ｔ２８では、水平セレクタ１１によって信号線電圧として映像信号
電圧Ｖｓｉｇ＃４が与えられており、このとき走査パルスＷＳ４がＨレベルとされ、第４
ラインの画素回路１０についての映像信号電圧Ｖｓｉｇ＃４の書込、及び移動度補正が行
われる。そして時点ｔ２８以降、発光状態へと移行する。
【００６７】
　図示していないユニットＵ３以降も、このユニットＵ１，Ｕ２のように、交互に映像信
号電圧Ｖｓｉｇの書込順序が反転される。
【００６８】
　ここでユニットＵ１、Ｕ２について、図６で述べた閾値補正動作完了後から映像信号電
圧Ｖｓｉｇの書込までの待ち時間ＷＴを考える。
　ユニットＵ１では、ユニット内の先頭ラインである第１ラインが最も待ち時間が短く、
ユニット内の終了ラインである第３ラインが最も待ち時間が長い（ＷＴ１＜ＷＴ２＜ＷＴ
３）。従って、図６で説明したリーク電流の影響で、先頭ライン側の輝度が高くなる。
　一方ユニットＵ２では、ユニット内の先頭ラインである第４ラインが最も待ち時間が長
く、ユニット内の終了ラインである第６ラインが最も待ち時間が短い（ＷＴ６＜ＷＴ５＜
ＷＴ４）。従って、リーク電流の影響で、先頭ライン側の輝度が低くなる。
【００６９】
　すると、いずれにしても１つのユニット内のシェーディングは発生しているものの、画
面全体としてみると、図１１のように、そのシェーディングによる輝度差は緩やかなグラ
デーション状態となる。なお図１１は説明上、濃淡を強調して示している。
　即ち、或るユニットの終了ラインと次のユニットの先頭ラインでは、輝度の差がほとん
ど無くなり、 各ユニットの境界部分で上記図７のように視認されていたスジが解消され
ることになる。特に視覚上は、図７のようなスジが発生する場合に比べて、図１１のよう
なグラデーションは、殆ど画面全体に均一な輝度の画像に見えることとなる。つまり画面
上に同一輝度を表示した場合に視認される画面品質を向上させることができる。
【００７０】
　このような動作を実現するためには、ライトスキャナ１３の走査パルスＷＳの出力順序
、及び水平セレクタ１１による映像信号電圧Ｖｓｉｇの出力順序をユニット毎に反転させ
る必要がある。
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　このため、ライトスキャナ１３、水平セレクタ１１は、それぞれ図９，図１０のような
構成を採ればよい。
【００７１】
　図９にライトスキャナにおいて、映像信号電圧Ｖｓｉｇの書込のための走査パルスＷＳ
を出力するための構成部分（走査パルス出力経路）のみを示している。
　タイミングジェネレータ５０は、パルスＰ１，Ｐ２，Ｐ３をそれぞれ所定タイミングで
出力する。このパルスＰ１，Ｐ２，Ｐ３は、図８の時点ｔ１５，ｔ１７，ｔ１９の走査パ
ルスとなるタイミング間隔及びパルス幅のパルスとなる。
【００７２】
　パルスＰ１，Ｐ２，Ｐ３は、それぞれシフトレジスタ５１，５２，５３に供給される。
　シフトレジスタ５１～５９は、それぞれ入力されたパルスを３Ｈ期間遅延させて出力す
る。
　シフトレジスタ５１，５２，５３の出力は、ラインドライバ７１、７２，７３、及びシ
フトレジスタ５６，５５，５４に供給される。
　シフトレジスタ５６，５５，５４の出力は、ラインドライバ７６、７５，７４、及びシ
フトレジスタ５９，５８，５７に供給される。
　シフトレジスタ５７，５８，５９の出力は、ラインドライバ７７、７８，７９、及び図
示しない次ユニットに対応する３つのシフトレジスタに供給される。
　ラインドライバ７１～７９は、それぞれ書込制御線ＷＳＬ１～ＷＳＬ９に対し、入力さ
れたパルスに応じて走査パルスＷＳ１～ＷＳ９を出力する。
【００７３】
　この構成の場合、ユニットＵ１に対するラインドライバ７１、７２，７３は、パルスＰ
１，Ｐ２，Ｐ３が入力されたときは、書込制御線ＷＳＬ１、ＷＳＬ２、ＷＳＬ３上に、図
８の時点ｔ１５，ｔ１７，ｔ１９の各走査パルスＷＳ１、ＷＳ２、ＷＳ３として出力する
。
　またユニットＵ２に対するラインドライバ７４、７５，７６は、シフトレジスタ５４，
５５，５６からのパルスＰ３，Ｐ２，Ｐ１が入力されたときは、書込制御線ＷＳＬ４、Ｗ
ＳＬ５、ＷＳＬ６上に、図８の時点ｔ２７，ｔ２５，ｔ２３の各走査パルスＷＳ４、ＷＳ
４、ＷＳ６を出力する。つまり、時間的にみれば、走査パルスＷＳ６、ＷＳ５、ＷＳ４の
順番でパルス出力を行う。
【００７４】
　このように、映像信号電圧Ｖｓｉｇの書込のための走査パルスＷＳについて、ユニット
単位でユニット内での順番が逆転するように、シフトレジスタ５１～５９（及び図示して
いない後続のシフトレジスタ）での信号転送が行われる。
　これによってユニット毎に交互に、映像信号電圧Ｖｓｉｇの書込のための走査パルスＷ
Ｓの順序が逆転するようにされる。
【００７５】
　なお、この図９では、閾値補正動作のための走査パルスＷＳの出力の際の経路は無視し
て示した。閾値補正動作のための走査パルスＷＳの出力時は、パルスＰ１，Ｐ２，Ｐ３は
タイミングジェネレータ５０から同時に同パルス幅のパルスとして出力される。そして、
シフトレジスタ５１～５９（及び図示していない後続のシフトレジスタ）では、転送経路
が図示しないスイッチ構成で切り換えられ、通常の順序でパルスが３Ｈ毎遅らされて転送
されることになる。例えばシフトレジスタ５１，５２，５３の出力は、シフトレジスタ５
４，５５，５６に供給されるように、各シフトレジスタ間の転送経路が切り換えられる。
【００７６】
　図１０は、水平セレクタ１１の構成例を示している。
　映像信号入力部８０には、図示しない映像信号処理系から、映像データが供給される。
映像信号入力部８０はラインバッファとして機能し、１水平ライン毎に、各画素回路１０
に与えるべき映像データを出力順序変換部８１－１～８１－ｎに転送する。
　出力順序変換部８１－１～８１－ｎでは、ユニット毎に、映像データ順序を入れ換えて
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信号線ドライバ８２－１～８２－ｎに出力する。
【００７７】
　例えば出力順序変換部８１－１に注目すると、映像信号入力部８０からは、各行の１列
目の画素回路１０に対する映像データ（Ｄ＃１・・・Ｄ＃ｍ）が、順次供給されてくる。
出力順序変換部８１－１は、例えば少なくとも６映像データ分のメモリ（又はレジスタ）
を備えており、映像信号入力部８０からの映像データを一端メモリに記憶する。そして読
み出しの際に、順序変換を行う。
　即ち映像データＤ＃１→Ｄ＃２→Ｄ＃３→Ｄ＃４→Ｄ＃５→Ｄ＃６・・・という順序で
供給される映像データを一旦記憶し、Ｄ＃１→Ｄ＃２→Ｄ＃３→Ｄ＃６→Ｄ＃５→Ｄ＃４
・・・という順序で読み出して出力する。
【００７８】
　信号線ドライバ８２－１は、上記順序で供給される映像データについて、３Ｈ期間毎に
基準電圧Ｖｏｆｓ及び３つの映像データＤに対応した映像信号電圧Ｖｓｉｇの出力を行う
。
　例えば映像データＤ＃１、Ｄ＃２、Ｄ＃３の入力に対応して、３Ｈ期間に、基準電圧Ｖ
ｏｆｓ、映像信号電圧Ｖｓｉｇ＃１，Ｖｓｉｇ＃２，Ｖｓｉｇ＃３を出力する。
　また次の映像データＤ＃６、Ｄ＃５、Ｄ＃４の入力に対応して、次の３Ｈ期間に、基準
電圧Ｖｏｆｓ、映像信号電圧Ｖｓｉｇ＃６，Ｖｓｉｇ＃５，Ｖｓｉｇ＃４を出力する。
【００７９】
　出力順序変換部８１－１～８１－ｎ、及び信号線ドライバ８２－１～８２－ｎが以上の
ように動作することで、３Ｈ期間毎には、ユニット毎に映像信号電圧Ｖｓｉｇの順番が交
互に逆転しながら、各信号線ＤＴＬ１～ＤＴＬ（ｎ）に映像信号電圧Ｖｓｉｇが与えられ
ることになる。
【００８０】
　以上の本実施の形態によれば、ＳＴＣ駆動方式によって閾値補正期間の確保の点での有
利性を得つつ、図７に示したような画面上のスジを解消できる。
　これによって、ハイフレームレート化、大パネル化に対して適切に対応できる表示駆動
方式とすることができる。
【００８１】
　以上、実施の形態について説明したが、本発明は上記例に限定されるものではない。例
えばＳＴＣ駆動において分割閾値補正を何回行うかは、実際のフレームレート、パネルサ
イズ等に即して決定されるものである。例えば３回以上に分割して閾値補正を行う場合も
ある。
　また、１回の閾値補正期間が十分に長く確保でき、ユニット内の全ての画素回路１０に
おいて１回の閾値補正動作によって閾値補正が完了できるのであれば、必ずしも分割閾値
補正としなくてもよい。
　またＳＴＣ駆動として３ラインを１ユニットとするのは一例であり、４ライン以上を１
ユニットとしてＳＴＣ駆動を行う場合もあり得る。その場合も、ユニット毎に映像信号電
圧Ｖｓｉｇの書込の順番を逆転させればよい。
　また、上記例のような閾値補正終了後から映像信号電圧Ｖｓｉｇの書込までの期間に限
らず、所定の基準電圧による最初の電圧設定から映像信号電圧Ｖｓｉｇの書込までの期間
に、リーク電流によって駆動トランジスタのゲート・ソース間電圧の差が生ずるような駆
動を行う画素回路の場合は、本発明を適用することができる。
【符号の説明】
【００８２】
　１　有機ＥＬ素子、１０　画素回路、１１　水平セレクタ、１２　ドライブスキャナ、
１３　ライトスキャナ、２０　画素アレイ部、Ｃｓ　保持容量、Ｔｓ　サンプリングトラ
ンジスタ、Ｔｄ　駆動トランジスタ
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